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非線形 Schrödinger方程式は流体力学における渦糸の運動，高出力の
レーザー，Langmuir波の崩壊などの現象を研究する際に重要な役割を果
たしている．今回，前半では物理的背景として Bose-Einsein凝縮を起こ
したボゾン系の波動関数が従う時間発展の方程式が非線形 Schrödinger方
程式になることを導出する．後半で解が従う積分方程式と方程式の時間
局所解の存在と一意性について言及する．
前提として物理は量子力学の本を眺めたことがあること，数学は微積分
ができることが要求される．
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